











告 します (ハママツナについては 【 】にも記す)｡
生育地の傾斜 波の影響 土性 粘着性 表土の安定性 合水率 透水性 塩分




種子が落果 ･発芽 ･定着する時期 (12-2月)に冠水する頻度 ;約10回 【49回】
(注)シチメンソウの生育下限は中潮の満潮線とほぼ一致している｡
3.生活史 (ハママツナもほぼ同じ)
種子発芽 (ll-12月)発根 ･定着 (12-2月)-生長 (2-7月､4-5月に紅葉)






花被の離脱 種皮 吸水 外肱乳 発芽能 発芽 被害 光要求
軟実種子 難 厚く硬い 易 無 短い 易 易 強
ー 1 5 -
6.表土の安定性と芽生えの着眼 ･定着率 (%)
表土が安定 表土が不安定
1週後 2過後 1週後 2週後
シチメンソウ がた土砂 100. 100 77 93
100 100 53 37
ハママツナ がた土砂 100 100 100 100
Ⅲ まとめ :シテメンソウは重埴土の塩沼地に適応 した塩性植物
1.耐塩性が強い塩性植物の 1種で､泥質干潟の塩沼地に生育し光り要求性が強い｡
2.発芽 ･発根 ･定着が成立するには､粘着性が高 く透水性が低い重埴土からなる遠
浅の塩沼地が必要である｡

















ミ (2)とヒライソガニ (3)は､おもに暑い季節に利用された｡一方､スガイ (3)
とヒメコザラ (5)は寒い季節に利用が多かった｡アオガイ (6) ･ケハダヒザラ (7)
については､特に明確な傾向はなく消費も少なかった｡なお､この7種で餌動物全体
の94.7%を占めた｡
この傾向を解釈するために､3つの室内実験を行った｡すなわち､a.イソ ･シマの
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